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(57)【要約】
　装置は、状態情報に対応する入力の受信に応答してエ
レクトロクロミック・デバイスを含む窓のためのシーン
のコレクションからシーンを選択するように構成された
制御デバイスを含むことができる。別の態様では、装置
を動作させる方法が、状態情報に対応する入力を受信す
るステップと、制御デバイスにおいて、入力の受信に応
答して、シーンのコレクションからシーンを選択するス
テップを含み得る。シーンのコレクションが、シーンを
使用する前に、有効にされ得る。シーンは、制御される
空間の物理的構成、占有者の優先権などに基づいて、有
効にされ得る。さらに、シーンは、時間の経過を考慮す
る又は空の状態が変化していないときに空の状態の変化
の錯覚を可能にするように変化させることができる。装
置及び方法は、複雑な制御戦略と比較して理解及び実装
がより単純になり得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　状態情報に対応する第１の入力の受信に応答して切替可能なデバイスを含む窓のための
シーンのコレクションから第１のシーンを選択するように構成された制御デバイス
　を備えた、装置。
【請求項２】
　前記制御デバイスに結合された前記切替可能なデバイスを含む前記窓をさらに備え、前
記切替可能なデバイスは前記窓を通した光の透過に影響を及ぼす、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　前記制御デバイスが、前記窓に関連付けられた制御される空間に対して遠隔に置かれた
リモート部分及び前記制御される空間内に置かれたローカル部分を含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記状態情報が、光強度、窓に対応する制御される空間の占有状態、前記制御される空
間の物理的構成、温度、暖房又は冷房システムの動作モード、太陽の位置、時刻、暦日、
シーンが変更されてからの経過時間、前記制御される空間内の熱負荷、占有者が前記制御
される空間内に通常は位置している視野内の比較的明るいオブジェクトと比較的暗いオブ
ジェクトとの間のコントラストレベル、前記占有者が前記制御される空間内に通常は位置
している前記視野内に太陽の球体があるかどうか、前記占有者が前記制御される空間内に
通常は位置している前記視野内に太陽の反射があるかどうか、雲量のレベルを含む、請求
項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記窓が、画像又は情報を提供するのに十分な数の前記切替可能なデバイスを有する、
請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記切替可能なデバイスが、エレクトロクロミック・デバイスを含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記エレクトロクロミック・デバイスが、第１の端を有する第１のエレクトロクロミッ
ク・デバイスと、第２の端を有する第２のエレクトロクロミック・デバイスと、第３の端
及び第４の端を有する第３のエレクトロクロミック・デバイスとを備え、
　前記第１のエレクトロクロミック・デバイスの前記第１の端が、前記第３のエレクトロ
クロミック・デバイスの前記第３の端に直接隣接し、前記第２のエレクトロクロミック・
デバイスの前記第２の端が、前記第３のエレクトロクロミック・デバイスの前記第４の端
に直接隣接する、そして、
　前記第１のシーンについては、前記第１の、第２の、及び第３のエレクトロクロミック
・デバイスの透過レベルと比較すると、前記第１のエレクトロクロミック・デバイスは最
も低い透過レベルを有し、前記第２のエレクトロクロミック・デバイスは中間の透過レベ
ルを有し、前記第３のエレクトロクロミック・デバイスは最も高い透過レベルを有する、
請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１のシーンを含む前記シーンのコレクションが、前記窓のための１セットの分散
的透過パターンを含み、前記分散的透過パターンが、前記シーンに対応する、請求項１か
ら７までのいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　状態情報に対応する第１の入力を受信するステップと、
　制御デバイスにおいて、前記第１の入力の受信に応答して、切替可能なデバイスを含む
窓のためのシーンのコレクションから第１のシーンを選択するステップと、
　を含む、装置を動作させる方法。
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【請求項１０】
　第１の学習されたシーンを前記シーンのコレクションに追加するステップをさらに含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記シーンのコレクションから前記第１の学習されたシーンを削除するステップをさら
に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記制御される空間内の物理的構成を変更するステップさらに含む、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　第２の学習されたシーンを前記シーンのコレクションに追加するステップをさらに含み
、前記第２の学習されたシーンは前記第１の学習されたシーンとは異なる、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の学習されたシーンを追加するステップは、制御される空間内の前記物理的構
成を変更するステップ及び前記第１の学習されたシーンを削除するステップの後に実行さ
れる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のシーンを選択するステップの前に、前記第１のシーンを有効にするステップ
をさらに含む、請求項９から１４までのいずれか一項に記載の方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、装置に関し、より詳細には、建物又は車内のインフラストラクチャの動作の
制御に使用される装置及びそれを動作させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロクロミック・デバイスを有する窓は、建物の環境制御装置の一部として使用
されている。暖房、換気、及び空気調節などの他の環境制御装置、ライト、及び、潜在的
に他の設備が、エレクトロクロミック・デバイスと連動して制御され得る。非常に複雑で
高度に統合されたシステムが、環境制御装置のために使用される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　設備職員は、コンピュータ・プログラミングの専門家ではないことがあり、或いは建築
士又は建物が環境制御装置の設計に使用した論理を知らない又は理解できないことがある
ため、複雑性及び統合のレベルは、設備職員によってそのようなシステムを変更すること
又は維持することさえもかなり難しくさせている。したがって、フラストレーション、多
くの人時の損失、又はコンピュータの専門家の雇用が、環境制御装置の小さな変更に作用
するためにさえも必要とされることがある。設備職員或いはプログラマではない又は建物
の設備に詳しくないことがある占有者でも実装することができる、より優れた制御戦略が
必要とされている。
【０００４】
　実施例は、実例を用いて説明され、添付の図面において限定されない。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】基板の一部、エレクトロクロミック・デバイスのための層の積み重ね、及び母線
の横断面図を含む図である。
【図２】基板、層の積み重ね、及び母線の上面図を含む図である。
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【図３】基板及びエレクトロクロミック・デバイスを含む絶縁ガラス・ユニットの横断面
図を含む図である。
【図４】エレクトロクロミック・デバイス、エネルギ源、制御デバイス、及び入力／出力
ユニットを含む装置の概略図を含む図である。
【図５】シーンのコレクションにシーンを加えるときのプロセスの流れを含む図である。
【図６】窓においてシーンを制御するために装置を動作させるときのプロセスの流れを含
む図である。
【図７】窓に到達する日光が増えるときの窓のシーンを含む図である。
【図８】窓に到達する日光が増えるときの窓の他のシーンを含む図である。
【図９】窓に到達する日光が増えるときの窓のさらなるシーンを含む図である。
【図１０】１日を通した窓のシーンを含む図である。
【図１１】１日を通した窓のシーンを含む図である。
【図１２】窓に到達する日光が増えるときの窓の画像を形成するシーンを含む図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図中の要素は、シンプル且つ明確に示され、必ずしも原寸に比例して描かれていないこ
とを当業者は理解する。例えば、図中の要素のうちのいくつかの要素の寸法は、本発明の
実施例の理解の向上を助けるために、他の要素に対して誇張されることがある。
【０００７】
　図面と組み合わせた以下の説明は、本明細書で開示される教示の理解を助けるために提
供される。以下の論考は、本教示の具体的な実装形態及び実施例に焦点を当てる。この焦
点は、本教示の説明を助けるために提供され、本教示の範囲又は適用性の制限として解釈
されるべきではない。
【０００８】
　本明細書において、「備える」、「備えている」、「含む」、「含んでいる」、「有す
る」、「有している」、又は他の任意のその変化形は、非排他的な包含を対象とすること
を意図されている。例えば、リストの特徴を備えるプロセス、方法、品目、又は装置は、
それらの特徴のみに必ずしも制限されず、明確にリストに載っていない或いはそのような
プロセス、方法、品目、又は装置に固有の他の特徴を含み得る。さらに、逆のことが明確
に述べられていない限り、「又は」は、包含的論理和を示し、排他的論理和を示さない。
例えば、条件Ａ又はＢは、以下のうちのいずれか１つによって満たされる：Ａは真である
（又は存在する）且つＢは偽である（又は存在しない）、Ａは偽である（又は存在しない
）且つＢは真である（又は存在する）、並びに、Ａ及びＢの両方が真である（又は存在す
る）。
【０００９】
　本明細書に記載の要素及び構成要素を記載するために「１つの（ａ又はａｎ）」の使用
が用いられる。これは単に、便宜的なものであり、本発明の範囲の一般的な意味を与える
ために行われる。この記載は、１つ又は少なくとも１つを含むと読まれるべきであり、他
を意味することが明確でない限り、単数形は複数形も含み、複数形は単数形も含む。
【００１０】
　「ほぼ」、「およそ」、又は「実質的に」という単語の使用は、述べられている値又は
位置にパラメータの値が近いことを意味することが意図されている。しかしながら、僅か
な差が、その値又は位置が述べられた通りであることを妨げることがある。したがって、
その値の１０％（パーセント）までの差は、記載された通りの理想目標との合理的な差で
ある。
【００１１】
　他の定義のない限り、本明細書で使用されるすべての技術的及び科学的用語は、本発明
が属する技術分野の当業者によって通常理解されるのと同じ意味を有する。材料、方法、
及び実例は、単に例示であり、制限を意図されていない。本明細書に記載のない範囲で、
特定の材料及び処理行動に関する多くの詳細は、従来のものであり、建物又は車のための
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インフラストラクチャ制御装置の及びエレクトロクロミック技術分野の教本及び他のソー
スにおいて見つけることができる。
【００１２】
　制御デバイスは、状態情報に対応する入力の受信に応答して切替可能なデバイスを含む
窓のシーンのコレクションからシーンを選択するように構成することができる。窓は、建
物の天窓若しくは壁に使用される建築用ガラスを含み得、車のムーン・ルーフ又はサイド
・ウインドウを含み得る。制御デバイスは、窓及び切替可能なデバイスを含む装置の一部
になり得る。一実施例において、制御デバイスは、制御される空間の外のリモート部分と
、制御空間内のローカル部分とを含むことができる。リモート部分は、他の建物環境制御
装置に置かれても、それと結合されてもよく、ローカル部分は、所望のシーンを実現する
ために、切替可能なデバイスに適切な電圧を供給することができる。
【００１３】
　シーンのコレクションにシーンを追加する及びシーンのコレクションからシーンを削除
する方法は、比較的単純になり得、必要又は希望に応じて、制御される空間の占有者が実
行することができる。一実施例において、シーンは、シーンをさらに上手く制御できるよ
うに有効にすることができる。さらに、制御が複雑で難しい論理が、窓のシーンのより単
純でより直感的な制御で置き換えられ得る。この装置及び方法は、添付の図面と併せて本
明細書を読むと、よりよく理解される。
【００１４】
　本装置及び方法は、窓を介する光の透過に影響を及ぼす切替可能なデバイスで実装する
ことができる。以下の説明の多くは、切替可能なデバイスがエレクトロクロミック・デバ
イスである実施例を扱う。他の実施例において、切替可能なデバイスは、懸濁粒子デバイ
ス、ダイクロイック着色技術を含み得る液晶デバイスなど、を含み得る。したがって、本
明細書に記載するような概念は、窓と使用される様々な切替可能なデバイスに拡張するこ
とができる。
【００１５】
　図１は、基板１００と、層の積み重ね１２２、１２４、１２６、１２８、及び１３０と
、基板１００上にある母線１４４及び１４８とを含む、窓の一部の横断面図を含む。基板
１００は、透明にすることもでき、ガラス基板、サファイア基板、酸窒化アルミニウム基
板、スピネル基板、又は透明ポリマを含むことができる。特定の一実施例において、基板
１００は、フロート・ガラス及びホウケイ酸ガラスにすることもでき、０．５ｍｍから４
ｍｍの範囲の厚さを有することができる。別の特定の一実施例において、基板１００は、
５０ミクロンから３００ミクロンの範囲の厚さを有するミネラル・ガラスである超薄ガラ
スを含み得る。
【００１６】
　層の積み重ねは、母線１４４及び１４８にそれぞれ結合された透明伝導層１２２及び１
３０を含む。透明伝導層１２２及び１３０は、導電性金属酸化物又は導電性ポリマを含む
ことができる。実例は、酸化スズ又は酸化亜鉛を含むことができ、これらはいずれも、Ａ
ｌ、Ｇａ、Ｉｎなどの三価元素、又はポリアニリン、ポリピロール、ポリ（３、４－エチ
レンジオキシチオフェン）などのスルホン化ポリマでドープされ得る。透明伝導層１２２
及び１３０は、同じ又は異なる組成物を有し得る。
【００１７】
　層１２４及び１２８は電極層であり、これらの層のうちの一方はエレクトロクロミック
（ＥＣ：ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｒｏｍｉｃ）層であり、これらの層のうちの他方はイオン貯
蔵層（対電極層と呼ばれることもある）である。ＥＣ層は、ＷＯ３、Ｖ２Ｏ５、Ｍ０Ｏ３

、Ｎｂ２Ｏ５、ＴｉＯ２、ＣｕＯ、ｌｒ２Ｏ３、Ｃｒ２Ｏ３、Ｃｏ２Ｏ３、Ｍｎ２Ｏ３、
又はその任意の組合せなど、無機金属酸化物の電気化学的活性物質を含むことができ、５
０ｎｍから２０００ｎｍの範囲の厚さを有することができる。イオン貯蔵層は、エレクト
ロクロミック層に関連してリストに記載された材料のうちのいずれかを含むことができ、
酸化ニッケル（ＮｉＯ、Ｎｉ２Ｏ３、又はこの２つの組合せ）、及び、Ｌｉ、Ｎａ、Ｈ、
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若しくは別のイオンをさらに含んでもよく、８０ｎｍから５００ｎｍの範囲の厚さを有し
得る。
【００１８】
　イオン伝導層１２６（電解質層と呼ばれることもある）は、任意選択であり、電極層１
２４と電極層１２８との間にあり、２０ミクロンから６０ミクロンの範囲の厚さを有する
。イオン伝導層１２６は、それを通じてイオンが移動することを可能にし、多量の電子が
それを通過することを可能にしない。イオン伝導層１２６は、リチウム、アルミニウム、
ジルコニウム、リン、ホウ素を有する又は有さないケイ酸塩、リチウムを有する又は有さ
ないホウ酸塩、リチウムを有する又は有さない酸化タンタル、リチウムを有する又は有さ
ないランタニドに基づく材料、別のリチウムに基づくセラミック材料などを含むことがで
きる。
【００１９】
　本明細書に記載の概念の範囲を逸脱せずに、層１２２、１２４、１２６、１２８、及び
１３０の他の組成物及び厚さが使用され得ることを、本明細書を読んだ後、当業者は理解
するであろう。
【００２０】
　母線１４４及び１４８が互いに電気的に接続されないように、透明伝導層１２２及び１
３０の各々は、離れた部分を含む。そのような離れた部分は、通常は、２０ｎｍから２０
００ｎｍの幅である。特定の一実施例において、母線１４４は、透明伝導層１２２を介し
て電極層１２４に電気的に接続され、母線１４８は、透明伝導層１３０を介して電極層１
２８に電気的に接続される。母線１４４及び１４８は、導電材料を含む。一実施例におい
て、母線１４４及び１４８の各々は、透明伝導層１２２の上に印刷された、銀フリットな
どの導電性インクを使用して、形成することができる。別の実施例において、母線１４４
及び１４８の一方又は両方は、銀充填エポキシなどの金属充填ポリマを含むことができる
。特定の一実施例（図示せず）において、母線１４８は、透明伝導層１３０の上に配置さ
れて層１２２、１２４、１２６、及び１２８から離された導電性充填ポリマを含むことが
できる。金属充填ポリマの前駆体の粘度は、前駆体が割れ目又は導電性インクにとって問
題となり得た下位層における他の微視的欠陥を通して流れないようにするのに十分なだけ
高くなり得る。
【００２１】
　図２は、基板１００と、図１に関して説明したような層を含むＥＣデバイス２１０との
上面図を含む。母線１４４は、基板１００の辺２０２に沿って位置し、母線１４８は、辺
２０２の向かい側の辺２０４に沿って位置する。母線１４４及び１４８の各々は、辺２０
６と辺２０６の向かい側の辺２０８との間の距離の大部分に亘る長さを有する。母線１４
４及び１４８の全長は、互いに実質的に平行である。本明細書では、実質的に平行とは、
互いに平行となる１０度以内に母線１４４及び１４８の全長があることを意味することが
意図されている。
【００２２】
　一実施例において、窓は、断熱ガラス・ユニット（ＩＧＵ：ｉｎｓｕｌａｔｅｄ　ｇｌ
ａｓｓ　ｕｎｉｔ）を含むことができる。ＩＧＵは、建物の壁に沿って使用されてもよく
、天窓において使用されてもよい。別の適用例において、窓は、ムーン・ルーフ、助手席
の窓など、車の窓において使用され得る。したがって、実例は、単に例示であり、添付の
特許請求の範囲において定義される本発明の範囲を制限しない。
【００２３】
　図３は、図１及び２に示すような基板１００及びＥＣデバイス２１０を含むＩＧＵ３０
０の横断面図を含む。図３では、ＩＧＵ３００の構造の理解を簡単にするために、母線は
図示されていない。ＩＧＵ３００はさらに、対向基板３２０と、ＥＣデバイス２１０と対
向基板３２０との間に配置されたソーラー制御フィルム３１２とを含む。シール３２２は
、基板１００と対向基板３２０との間で、ＥＣデバイス２１０の周りに配置される。シー
ル３２２は、ポリイソブチレンなどのポリマを含むことができる。対向基板３２０は、窓
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枠３３０に結合される。対向基板３２０及び窓枠３３０の各々は、強化ガラス（ｔｏｕｇ
ｈｅｎｅｄ　ｇｌａｓｓ又はｔｅｍｐｅｒｅｄ　ｇｌａｓｓ）にすることができ、２ｍｍ
から９ｍｍの範囲の厚さを有することができる。低放射率層３３２は、窓枠３３０の内面
に沿って配置することができる。対向基板３２０及び窓枠３３０は、基板１００及びＥＣ
デバイス２１０を囲むスペーサ・バー３４２によって間隔を空けることができる。スペー
サ・バー３４２は、シール３４２を介して対向基板３２０及び窓枠３３０に結合される。
シール３４２は、ポリイソブチレンなどのポリマにすることができる。シール３４２は、
シール３２２と比較して同じ又は異なる組成物を有することができる。接着結合部３５０
は、対向基板３２０及び窓枠３３０を結合させるように設計され、対向基板３２０及び窓
枠３２０の端の全周囲に沿って提供される。ＩＧＵ３００の内部空間３６０は、希ガス又
は乾燥空気など、比較的不活性ガスを含み得る。別の実施例において、内部空間３６０は
、真空状態にされ得る。
【００２４】
　図４は、ＥＣデバイス２１０、エネルギ源４２０、ローカル制御デバイス４３０、リモ
ート制御デバイス４４０、及び入力／出力（Ｉ／Ｏ）ユニット４５０を含む、装置４００
の簡略化された概略図を含む。エネルギ源４２０は、ローカル制御デバイス４３０を介し
てＥＣデバイス２１０にエネルギを提供する。一実施例において、エネルギ源４２０は、
光電池、バッテリ、別の適切なエネルギ源、又はその任意の組合せを含み得る。
【００２５】
　ローカル制御デバイス４３０は、ＥＣデバイス２１０、エネルギ源４２０、リモート制
御デバイス４４０、及びＩ／Ｏユニット４５０に結合させることができる。ローカル制御
デバイス４３０は、ＥＣデバイス２１０の動作を制御するための論理を含むことができ、
本明細書において後でさらに詳しく説明される。一実施例において、リモート制御デバイ
ス４４０は、暖房、換気、及び空気調節（ＨＶＡＣ：ｈｅａｔｉｎｇ，　ｖｅｎｔｉｌａ
ｔｉｏｎ，　ａｎｄ　ａｉｒ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ）、ライト、ＥＣデバイス２１
０を含むＥＣデバイスのためのシーンなど、建物環境及び設備制御装置の動作を制御する
ための論理を含むことができ、本明細書において後にさらに詳しく説明される。一実施例
において、ローカル制御デバイス４３０は、ＥＣデバイスを有する制御される空間内にあ
ってもよく、リモート制御デバイス４５０は、ＥＣデバイスを有する制御される空間の外
側にあってもよい。制御される空間は、会議室又はオフィスなどの部屋でもよく、或いは
建物のフロアの一部でもよく、ここで、ＥＣデバイスの窓は、制御される空間の光、まぶ
しさ、又は温度に影響を与えることができる。制御デバイス４３０及び４４０のいずれか
又は両方の論理は、ハードウェア、ソフトウェア、又はファームウェアの形を取ることが
できる。一実施例において、論理は、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
：ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　
ｃｉｒｃｕｉｔ）、ハードドライブ、ソリッドステートドライブ、又は別の永続メモリに
記憶され得る。一実施例において、制御デバイス４３０及び４５０は、制御デバイス４３
０及び４５０内のメモリに記憶された又は外部ソースから受信した命令を実行することが
できるプロセッサを含み得る。
【００２６】
　より多数の又は少数の制御デバイスが使用されてもよい。一実施例において、リモート
制御デバイス４４０に関して説明されることになる機能のすべては、ローカル制御デバイ
ス４３０に組み込まれてもよい。別の実施例において、複数のローカル制御デバイスが使
用され得る。例えば、ローカル制御デバイスは、ＩＧＵに隣接してもよく、別のローカル
制御デバイスは、制御される空間内にあって、ＩＧＵから間隔を空けてもよい。そのよう
な他のローカル制御デバイスは、ライトのスイッチ、サーモスタット、又は制御される空
間のドアの近くにあってもよい。論理演算は、一実施例に関して特定の制御デバイスに関
して以下で説明される。別の実施例において、特定の制御デバイスに関して説明される論
理演算は、別の制御デバイスによって実行されてもよく、又は制御デバイスの間で分けら
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れてもよい。本明細書を読んだ後、当業者は、特定の用途のための必要性又は要望を満た
す特定の構成を決定することができよう。
【００２７】
　Ｉ／Ｏユニット４５０は、制御デバイス４３０及び４５０、又はこれらの制御デバイス
のうちの一方のみに結合させることができる。Ｉ／Ｏユニット４５０は、光強度、窓に対
応する制御される空間の占有状態、制御される空間の物理的構成、温度、暖房又は冷房シ
ステムの動作モード、太陽の位置、時刻、暦日、シーンが変更されてからの経過時間、制
御される空間内の熱負荷、占有者が制御される空間内に通常は位置している視野内の比較
的明るいオブジェクトと比較的暗いオブジェクトとの間のコントラストレベル、占有者が
制御される空間内に通常は位置している視野内に太陽の球体があるかどうか、占有者が制
御される空間内に通常は位置している視野内に太陽の反射があるかどうか、雲量のレベル
、又は別の適切なパラメータ、或いはその任意の組合せを含むことができる、状態情報に
対応する制御デバイス信号を提供することができる。別の実施例において、Ｉ／Ｏユニッ
ト４５０は、人間が装置４００と対話するためのモニタ及びキーボードを含むことができ
る。
【００２８】
　ＥＣデバイス２１０に関して、装置４００内の他の構成要素の場所は、ＥＣデバイス２
１０に隣接しても、ＥＣデバイス２１０から間隔を空けられてもよい。一実施例において
、図３のＩＧＵ３００は、ＥＣデバイス２１０及びエネルギ源４２０を含み得る。別の実
施例において、エネルギ源４２０、ローカル制御デバイス４３０、Ｉ／Ｏユニット４５０
は、ＩＧＵ３００を保持するフレーム内に置かれても、又はそのようなフレームに取り付
けられてもよい。さらなる一実施例において、ローカル制御デバイス４３０、リモート制
御デバイス４５０、Ｉ／Ｏユニット４５０、又はその任意の組合せは、ＩＧＵ３００及び
フレームから１メートルを超える位置にあってもよい。本明細書を読んだ後、当業者は、
特定の用途向けに装置４００の構成要素の具体的な場所を決定することができよう。
【００２９】
　装置４００は、建物の壁に沿った建築用ガラスの一部又は天窓として設置されたＩＧＵ
などの窓内、又は車内のＥＣデバイスのシーンに基づく制御を可能にするために使用する
ことができる。制御される空間のためのＥＣデバイスの数が増えるにつれて、ＥＣデバイ
スの制御の複雑性も増し得る。ＥＣデバイスの制御が他の建物環境制御装置と統合される
とき、さらなる複雑性が生じ得る。一実施例において、窓は、９００より多いＥＣデバイ
スを含み得る天窓にすることができる。このような多数のＥＣデバイスの制御を他の環境
制御装置と連係させることは、非常に複雑な制御シーンをもたらすことがあり、広範囲の
コンピュータ・プログラミング及び複雑な制御システムでの経験のない一部の設備職員に
は非常に困難に感じられ得る。
【００３０】
　本発明者は、窓のシーンに基づく制御を使用することで、設備職員及び占有者にとって
理解がより容易な、より単純な制御方法論を実装することができることを発見した。シー
ンは、窓のためのＥＣデバイスの分散的透過パターンにすることができる。シーンは、シ
ーンのコレクションから選択されてもよく、ＥＣデバイスは、シーンを実現するように制
御することができる。シーンは、それらが適切な時間における適切な条件の下での使用さ
れるように、有効にすることができる。窓のための有効にされたシーンが使用されるよう
に、シーンは、状態情報に関連付けることができる。
【００３１】
　制御される空間のために生成されたシーンは、制御される空間の最初の物理的構成に適
していたが、物理的構成が変化した後、そのシーンはもう許容できなくなることがある。
例えば、制御される空間の最初の物理的構成は、パーティションで区切られた個室を含む
フロアの一部分であったことがある。改装が実行されることがあり、追加の壁が設置され
ることがある。制御される空間の物理的構成は、サイズが変わり、異なる制御される空間
になることがあり、そのうちの１つが会議室になることがある。パーティションで区切ら
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れた個室と比べて、会議室にとって、まぶしさはより大きな問題となり得る。したがって
、以前有効にされたシーンは、もう許容できなくなり得る。
【００３２】
　制御される空間のための窓のシーンに基づく制御を使用する場合、シーンは、コレクシ
ョンの一部になり得、シーンは、制御デバイスが受信した状態情報に基づいて選択され得
る。シーンを使用する前に、シーンのコレクションを生成することができる。図５は、シ
ーンのコレクションを生成する方法を含む。本方法は、ブロック５０２において、窓のた
めのシーンを生成するステップを含み得る。少数の例示的シーンは、窓のすべてのＥＣデ
バイスが最も高い透過状態（完全に色付けされた）にあることと、窓のすべてのＥＣデバ
イスが最も低い透過状態（白くされた）にあることと、窓のＥＣデバイスの異なる行が他
の透過状態にあることとを含み得る。本方法はさらに、ブロック５２２において、シーン
に対応する透過を決定するステップを含み得る。シーンが後で再作成され得るように、透
過情報は、シーン内の各ＥＣデバイスについてでもよい。
【００３３】
　本方法はさらに、ブロック５２４において、シーンを有効にするステップを含み得る。
有効化は、制御される空間の物理的構成、個人の優先権などに応じて決まり得る。窓は、
ＥＣデバイスの３つの行を含んでもよい。パーティションで区切られた個室を有する制御
される空間については、パーティションで区切られた個室の壁を横切るためにより多くの
光が最も上の行に沿って必要とされ得るので、図６に示すシーンは、受入れ可能になり得
る。会議室である制御される空間については、図７の最も右のシーンのようなシーンは、
特に朝遅くに、光が多く入り過ぎることにより、受入れ不可能になり得る。しかしながら
、特に、ＥＣデバイスの最も下の行が、テーブルの表面のレベル以下にある場合、図８の
最も右のシーンのような別のシーンが、会議室について受入れ可能になり得る。有効化は
、建物が最初に建てられて構成されるときに、実行されてもよく、そのようなシーンは、
最初のシーンと本明細書では呼ばれる。最初のシーンを生成して以降に、占有者又は設備
職員は、彼又は彼女が具体的に好きな又は生成するシーンを保存してもよい。そのような
シーンは、学習されたシーンと呼ばれる。例えば、制御される空間の物理的構成が変更さ
れた後、新しい物理的構成により適した新しいシーンが生成されてもよい。ローカル制御
デバイス４３０は、占有者又は別の人間がＩ／Ｏユニット４５０を介して装置４００に入
力を提供してそのシーンを記憶することを可能にするボタンを含むことができる。同様に
、最初のでも学習されたものでも、前のシーンは、物理的構成の変化を考慮するともはや
受入れ可能ではないことがある。ローカル制御デバイス４３０は、占有者又は別の人間が
Ｉ／Ｏユニット４５０を介して装置４００に入力を提供してそのシーンを削除又は無効に
することを可能にする別のボタンを含むことができる。さらに、ローカル制御デバイス４
３０は、占有者が個々のＥＣデバイス又はＥＣデバイスのサブセットを調整し、作成され
た特定のシーンを保存することを可能にし得る。さらに、占有者が変わる場合、学習され
たシーンは削除することができ、最初のシーンが復元される。
【００３４】
　本方法はさらに、ブロック５４２において、シーンを状態情報と相互に関連付けるステ
ップを含み得る。状態情報は、建物が建築されたとき又は窓が設置されたときのシーンと
併せて提供され得る。学習されたシーンについては、シーンが記憶された時点での状態情
報が、キャプチャされ、学習されたシーンと記憶され得る。本方法は、ブロック５４４に
おいて、シーンをシーンのコレクションに追加するステップを含み得る。後日、制御デバ
イス４３０又は４４０は、そのようなシーンの対応する状態情報が、シーンを選択するた
めに制御デバイス４３０又は４４０が使用されているときの状態情報と一致する又はこれ
に近い場合に、シーンのコレクションから最初の又は学習されたシーンを後で選択するこ
とができる。
【００３５】
　本明細書を読んだ後、当業者は、図５のアクションの順番は変更され得ることを理解す
るであろう。さらに、１つ又は複数のアクションが実行されなくてもよく、１つ又は複数
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のさらなるアクションが、シーンのコレクションの生成において実行されてもよい。
【００３６】
　シーンのコレクションが生成された後、コレクションからシーンを選択することができ
、制御デバイスは、窓のＥＣデバイスを制御して窓のためのシーンを実現することができ
る。図６は、状態情報に対応するシーンを実現するために装置を動作させる例示的、非限
定的な方法を含む。本方法は、ブロック６０２において、状態情報に対応する入力を受信
するステップを含む。異なるタイプの状態情報が、前に説明された。状態情報は、センサ
、カレンダ、時計、天気予報などの状態情報のソースからＩ／Ｏユニット４５０において
収集され得る。状態情報のコレクションは、１分毎、１０分毎、１時間毎、又はその組合
せなど、定期的に、モーションセンサ、光センサなどから、ほぼ連続的に生じ得る。
【００３７】
　ひし形６０４において、状態情報に大きな変化があったかどうかを決定するための決定
が行われ得る。例えば、状態情報が収集されてから１分が経過し、まだ、時間の経過以外
に、重要なことが何も生じないことがある。その時間に、その制御される空間に誰も入ら
なかった又はそこから誰もでなかったことがある、太陽の位置はわずかに位置を変えただ
けである、太陽と制御される空間との間に空は同レベルの雲を有し得るなど。そのような
状況において、本方法は、どの分岐にも進まないことが可能であり、状態情報に対応する
さらなる入力が継続して受信され得る。或いは、大きな変化が生じ得る。例えば、前に空
いていた制御される空間に人が入ったことがある、空の条件の変化が生じたことがある（
例えば、晴れていた空が、今は曇っていることがある）、太陽はそれが窓に直接差し込ん
でいた位置にもうないことがある、など。変化が大きい場合、本方法は、「はい」の分岐
に進むことができる。それにより、窓のシーンは変更され得る。
【００３８】
　本方法はさらに、ブロック６０６において、優先権又は重み係数を受信するステップを
含むことができる。ローカル制御デバイス４３０又はリモート制御デバイス４４０など、
制御デバイスは、シーンのコレクションを再検討し、状態情報に対応するシーンのサブセ
ットを生成し得る。そのサブセット内のいくつかのシーンは、そのサブセット内の他のシ
ーンよりも優先され得る。例えば、シーンのうちの１つは、サブセット内の他のシーンよ
りも、制御される空間の占有者によって好かれている学習されたシーンであることがある
。学習されたシーンは、建物が建設されたときに或いは制御される空間の現在の物理的構
成のサイズ及びレイアウトが作られる前に生成されたシーンと比較して、より高い優先権
又は重み係数を割り当てられ得る。別の実施例において、優先権又は重み係数は、最近使
用されていない特定のシーンに使用され得る。例えば、多数のシーンが、特定のシーンよ
り最近に使用されていることがある。シーンを交代に使って、同じシーンを頻繁に使用し
すぎることを減らすように、より高い優先権又は重み係数が、他のシーンと比較して特定
のシーンに使用され得る。優先権又は重み係数は、任意選択であり、すべての実施例にお
いて必要とされる訳ではない。
【００３９】
　本方法は、ブロック６２２において、シーンのコレクションからシーンを選択するステ
ップを含むことができる。前述の実施例において、シーンのサブセットが識別されている
ことがあり、優先権又は重み係数が考慮される。制御デバイス内のプロセッサ、ＦＰＧＡ
、ＡＳＩＣなどの論理要素は、選択を行うことができる。シーンを選択したとき、制御デ
バイスは、ＥＣデバイスの電圧を調整してシーンを実現することができる。特定の一実施
例において、リモート制御デバイス４４０は、選択を実行し、信号をローカル制御デバイ
ス４３０に送信することができ、ローカル制御デバイス４３０は、次に、ＥＣデバイスの
電圧を設定することができる。
【００４０】
　一実施例において、たとえ状態情報の大きな変化がなくても、シーンは時々変更され得
る。例えば、制御される空間が占有されてもよく、窓は天窓でもよく、午前１１：３０か
ら午後１２：３０の期間に日光に大きな変化はない。状態情報に大きな変化はなくても、
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シーンは、その日が進んでいるという、より可視の知覚を実現するように変更され得る。
例えば、シーンは、５分、１０分、２０分など、所定の時間に少なくとも１度、変更され
得る。制御デバイスは、シーンのサブセットから新しいシーンを選択し、ＥＣデバイスの
電圧を変更して新しいシーンを実現することができる。
【００４１】
　後に、ＥＣデバイスの制御は、終了させられ得る。したがって、ひし形６４４において
、制御を終了するかどうかの決定を行うことができる。例えば、日没の後に毎日、ＥＣデ
バイスは、最も高い透過状態に変更されてもよく、次の日の日の出の直前までもう制御さ
れない。この特定の実施例において、「はい」分岐に対応して、制御を終了させることが
できる。そうでない場合、本方法は、「いいえ」分岐に沿って進む。本方法は、ブロック
６０２にける状態情報の受信の直前に（実線で示す）、ブロック６０６における優先権又
は重み係数の受信の直前に（破線で示す）、又は、図６に示すようにフロー図内の別の位
置に続けて戻ることができる。
【００４２】
　装置を動作させるための他の方法が、使用されてもよい。例えば、制御論理は、現在の
シーンがタイムアウトしていなくても、シーンの変化を可能にするために本方法のほぼど
のポイントでも状態情報の大きな変化が本方法を中断することを可能にし得る。本方法に
ついて前述したアクションは、異なる順序で実行されてもよい。さらに、アクションのい
くつかは、任意選択でもよい。例えば、優先権又は重み係数は使用されなくてもよく、シ
ーンのタイムアウト機能は使用されなくてもよい。本明細書を読んだ後に、当業者は、特
定の用途によく適した方法論を決定することができよう。
【００４３】
　シーンに基づく選択は、図７から図１２に関して説明される具体的な実例でよりよく理
解され得る。記載される実例において、ＥＣデバイスは、本明細書に記載されるような概
念の理解を簡単にするために、３つの状態のうちの１つにあることになる。状態は、高い
透過状態、低い透過状態、及びこれらの２つの透過状態の間にある中間の透過状態を含む
。高い透過状態は、最も高いレベルの透過（完全に白い）においてでもよいが、中間の透
過状態と低い透過状態との両方より高い別の透過レベルにすることができる。低い透過状
態は、最も低いレベルの透過（完全に色付けされた）においてでもよいが、中間の透過状
態と高い透過状態との両方より低い別の透過レベルにすることができる。実践において、
透過状態の連続体を使用することができる。本明細書を読んだ後、当業者は、シーンと使
用されることになる透過状態を決定することができるようになろう。
【００４４】
　図７は、ＥＣデバイスを各々が有する多数のＩＧＵを含む窓の図を含む。一実施例にお
いて、窓は、東を向いていることがあり、日の出時に十分に日光を受けることがある。４
つの図は、日の出の直前から日の出後の数時間までの時間として使用され得る異なるシー
ンを表す。最も左のシーンは、日の出の１時間前に使用され得る。ＥＣデバイスは、高い
透過状態にある。黄昏時に、中央の左側のシーンが使用され得、ここで、ＥＣデバイスの
最も下の行は、輝度をいくらか減らすために、中間の透過状態にあってもよい。日の出の
直後、中央の右側のシーンが使用され得、ここで、ＥＣデバイスの最も下の行は、低い透
過状態にすることができ、真ん中の行は中間の透過状態にすることができる。少し後に、
太陽は、木々を通過し、十分な強度の日光が、窓によって受けられ得る。最も右のシーン
を参照すると、下の２つの行は低い透過状態になり得、最も上の行は、高い透過状態のま
まである。この特定の実施例において、最も上の行は、制御される空間内のカラーバラン
スのレベルを維持するために、より自然な光が入ることを可能にする。すべての行が低い
透過状態になる場合、制御される空間は、ブルーライトを多く有し過ぎることになろう。
したがって、この特定の実施例において、すべてのＥＣデバイスを低い透過状態で有する
シーンは、日光が窓に到達している場合に、受入れ不可能になり得る。したがって、優先
権又は重み係数を有さない、制御論理は、すべてのＥＣデバイスが低い透過状態にあるこ
とを可能にし得るが、優先権又は重み係数は、少なくとも１つのＥＣデバイスを中間の透
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過状態又は高い透過状態で有するシーンを可能にし得る。別の実施例において、ブルーラ
イトのレベルは心配する程ではないことがあり、すべてのＥＣデバイスを低い透過状態に
することが、受入れ可能、したがって、有効になり得る。有効化プロセスは、特定のシー
ンが基準をパスし、黄昏時から日の出の数時間後までなど、特定のセットの状態情報のた
めのシーンのコレクションに追加されることを可能にする。
【００４５】
　図８は、各々がＥＣデバイスを有する多数のＩＧＵを含む窓の図を含む。一実施例にお
いて、窓は、南又は南東を向き得る。日の出の時の又は日の出直後の日光は、問題になら
ないことがある。しかしながら、朝遅くには、太陽は、空のより高い所にあることになり
、窓の上部に入る日光は、より問題になり得る。４つの図は、日の出の数時間後から正午
を少し過ぎた時間、午後１２：３０、午後１：００など、までの時間として使用すること
ができる異なるシーンを表す。最も左のシーンは、日の出の１時間後に対応し得る。ＥＣ
デバイスは高い透過状態にある。午前９時までに、かなりの日光が窓に入っていることが
ある。図７に対応する実施例とは異なり、太陽は、空のより高い所にある。ＥＣデバイス
の最も上の行は、図８の中央の左側のシーンに示すように、輝度をいくらか減らすために
、中間の透過状態になり得る。午前１０時までに、中央の右側のシーンに示すように、Ｅ
Ｃデバイスの最も上の行は低い透過状態にすることができ、真ん中の行は中間の透過状態
にすることができる。午前１１時までに、太陽は建物の南にあり、十分な強度の日光が窓
によって受けられ得る。上の２つの行は低い透過状態にすることができ、最も下の行は高
い透過状態のままである。この特定の実施例では、最も下の行は、制御される空間内のカ
ラーバランスのレベルを維持するために、より自然な光が入ることを可能にする。したが
って、前述のような有効化プロセスは、図７に示す実施例に関して説明されたものと類似
し得るが、窓の向き（例えば、東ではなく南を向いていること）により、シーンの異なる
セットを提供する。
【００４６】
　別の実施例において、図７及び８は、東を向いている同じ窓を表し得るが、制御される
空間内の物理的構成は変更され得る。図７及び８に示すシーンは、同じ期間を表し得る。
図７は、物理的構成が、パーティションで区切られた個室に対応する場合に、使用され得
る。周囲光がパーティションで区切られた個室の壁を超え得るように、最も上の行は、高
い透過状態に留まることを可能にされ得る。物理的構成が会議室に対応するように、制御
される空間は、物理的構成の変化を有し得る。個室の壁は、もはや存在しない。しかしな
がら、太陽から及び会議室のテーブルからのまぶしさは問題になり得る。構成の変更の後
、図７のシーンはもはや有効ではなく、図８のシーンが有効になり得る。したがって、Ｅ
Ｃデバイスの最も下の行は、制御される空間が会議室である場合にその空間内のカラーバ
ランスを可能にするために、高い透過状態のままになり得る。
【００４７】
　図９は、別の実施例による別の窓のシーンを示す。例えば、窓は西を向いていることが
あり、木又は構造物が視野内にあって、１日の特定の時間に窓に影を投じることがある。
この特定の実施例において、木又は他の構造物は、異なるシーンが使用されることを可能
にし得る。特定の一実施例において、窓の最も左のシーンは、正午の前の時間に対応し得
る。午後２時までに、中央の左側のシーンによって示すように、ＥＣデバイスの最も上の
行は中間の透過状態にある。午後３時までに、窓に到達する日光の量は増え、中央の右側
のシーンに示すように、上の２つの行は中間の透過状態にある。午後４時までに、西向き
の窓に到達する日光は非常に高いが、木又は構造物が、いくらかの日光を遮り得る。した
がって、最も右のシーンによって示すように、最も上の行は低い透過状態にあり、真ん中
の行は中間の透過状態にあり、そして、最も下の行は高い透過状態にある。
【００４８】
　パーティションで区切られた個室から会議室への変更などの物理的構成の変更、或いは
、１０年経って、今は木がいくらか日光を遮るのに十分な程大きい、又は隣接する構造物
が最近建てられたなど、窓の外の条件の変化を有効化プロセスは考慮することができるの
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で、有効化プロセスは有用である。
【００４９】
　図１０及び１１は、使用され得るシーンの図を含む。この特定の実施例では、窓は天窓
である。図１０では、太陽が昇るとき、日光の透過は減らされる。日の出の前には、最も
左のシーンに示すように、すべてのＥＣデバイスは高い透過状態にある。太陽が空のより
高い所にあるとき、ＥＣデバイスのいくつかは、中央の左側のシーンに示すように、中間
の透過状態にあってもよい。
【００５０】
　午前半ばまでに、かなりの日光が窓に到達していることがある。ＥＣデバイスのいくつ
かは高い透過状態にあり、他のＥＣデバイスは中間の透過状態にあり、さらに他のＥＣデ
バイスは低い透過状態にある。この特定の実施例において、高い透過状態にある、最も上
の行に沿った中央の左側のＥＣデバイスは、高い透過状態にあるＥＣデバイス、及び中間
の透過状態にある別のＥＣデバイスのすぐ隣にある。具体的には、最も上の行に沿った最
初の３つのＥＣデバイスを比較すると、中央の左側のＥＣデバイスは、中間の透過状態を
有する最も左のＥＣデバイス、及び３つのＥＣデバイスのうちの低い透過状態を有する中
央の右側のＥＣデバイスと比較して、高い透過状態を有する。従来、高い透過状態にある
ＥＣデバイスは、低い透過状態又は中間の透過状態のいずれかにあるＥＣデバイスに隣接
するが、低い透過状態にあるＥＣデバイスと中間の透過状態にある別のＥＣデバイスとの
両方には隣接しない。そのような構成はカラーバランスに役立ち、天窓をより印象的に見
えるようにさせることができる。正午近くの時間に、すべてのＥＣデバイスは、図１０の
最も右のシーンに示すように、中間の透過状態及び低い透過状態になり得る。
【００５１】
　図１１は、図１０に関して説明したのと同じ窓のその日の後の時刻に対応する図を含む
。図１１において、窓に到達する日光が減るので、タイムフレームは、正午頃から日没ま
で続く。最も左のシーンは、図１０の最も右のシーンとほぼ同じに使用されるシーンを含
む。したがって、状態情報は大きく変化していない可能性があるが、このシーンは、シー
ンを変更しないことと比較して、占有者に時間の経過の知覚をもたらすように変更され得
る。
【００５２】
　午後半ばまでに、かなりの日光が、窓に到達し得るが、正午頃の時間と比較するとより
低角度にあることになる。図１１の中央の左側のシーンでは、ＥＣデバイスのいくつかは
高い透過状態にあり、他のＥＣデバイスは中間の透過状態にあり、さらに他のＥＣデバイ
スは低い透過状態にある。図１１の中央の左側のシーンと図１０の中央の右側のシーンと
を比較すると、２つのシーンの間の高い透過状態にあるＥＣデバイスの数は同じであり、
２つのシーンの間の中間の透過状態にあるＥＣデバイスの数は同じであり、２つのシーン
の間の低い透過状態にあるＥＣデバイスの数は同じである。別の実施例において、２つの
シーンの任意の特定の透過状態にあるＥＣデバイスの数は、異なり得る。したがって、シ
ーンが類似し得ても、図１１の中央の右側のシーンは、午後の使用について有効にされる
が朝には有効にされないことが可能であり、図１０の中央の左側のシーンは、朝の使用に
ついては有効にされるが午後には有効にされないことが可能である。そのような有効化は
、窓に対する太陽の位置に少なくとも部分的に基づき得る。
【００５３】
　午後のさらに遅くに、窓に到達する日光が少なくなり得、図１１の中央の右側のシーン
が使用され得る。日没後、最も右のシーンに示すように、すべてのＥＣデバイスは、低い
透過状態になり得る。
【００５４】
　別の実施例において、図１０及び図１１のシーンのペアは、同時刻に使用され得る。こ
の特定の実施例において、制御デバイスは、以下の表１に従ってシーンを交互に入れ替え
ることができる。
【００５５】
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【表１】

【００５６】
　シーンを交互に入れ替えることで、占有者が時間の経過をよりよく感じられるようにす
るのを助けることができる。さらに、いくつかの交互のシーンは、条件が大きく変化して
いなくても、屋外の条件の変化の様子を提供することができる。例えば、図１０の中央の
右側のシーン及び図１１の中央の左側のシーンは、朝又は午後に交互に入れ替えてもよい
。例えば、朝の間、図１１の中央の左側のシーンはまぶしさを減らすのには最適ではなく
ても、図１０の中央の右側のシーンは、図１１の中央の左側のシーンよりもまぶしさを減
らすのを助けることができる。さらに、図１０の中央の右側のシーン及び図１１の中央の
左側のシーンは、交互のシーンとして使用するために有効にすることができる。これらの
２つのシーンを交互に入れ替えることによって、占有者は、図１０の中央の右側のシーン
がアクティブであるときには太陽と窓との間を高い雲が通過しているという印象を持つこ
とができ、図１１の中央の左側のシーンがアクティブであるときには高い雲が存在しない
という印象を持つことができる。したがって、記載された期間を通して屋外に雲が存在し
ない場合でも、たとえ高い雲が実際には存在しないときにも、占有者は、高い雲が通過し
たという印象を持つことができる。
【００５７】
　別の実施例において、シーンは、画像のセットに基づき得る。図１２は、窓に到達する
日光の量が増えるときのシーンを含む。最も左のシーンのＥＣデバイスはすべて、高い透
過状態にある。日光が増えるとき、中央の左側のシーンに示すように、ＥＣデバイスの多
くが中間の透過状態にあるので、笑顔が現れ始める。朝遅くには、中央の右側のシーンに
示すような、シーンの補足画像が、使用され得る。正午頃には、最も右のシーンが使用さ
れ得る。
【００５８】
　シーンの多数の実例及びそれらの使用が、図示及び説明された。窓のそのようなシーン
は、図示及び説明された実例に限定されない。本明細書に記載の概念を逸脱せずに、他の
シーンが有効にされ、使用され得る。
【００５９】
　実施例は、窓のためのＥＣデバイスのより単純且つより理解しやすい制御を可能にする
。複雑な制御システムは、実装される必要はない。シーンは、有効にされ、コレクション
に追加され得る。シーンは、制御される空間を有する建物が求められている又は最初に建
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てられるときに、生成され得る。学習されたシーンは容易に追加することができる。さら
に、シーンは、新しい建物が窓の近くに建築されること、時間の経過とともに木が成長す
ること、制御される空間の物理的構成の変更、現在の占有者の優先権などの条件の変化と
ともに、変更することができる。時間の経過がより感じられるように、又は、屋外の空の
状態が大きく変化していないときに、屋外の空の状態の錯覚を与えるために、シーンは変
更することができる。
【００６０】
　多数の異なる態様及び実施例が可能である。それらの態様及び実施例のいくつかは以下
で説明される。本明細書を読んだ後、それらの態様及び実施例は単に例示であり、本発明
の範囲を制限しないことが、当業者には理解されよう。例示的実施例は、以下に挙げるも
ののうちの任意の１つ又は複数に従い得る。
【００６１】
「実施例１」
　装置は、状態情報に対応する第１の入力の受信に応答して切替可能なデバイスを含む窓
のためのシーンのコレクションから第１のシーンを選択するように構成された制御デバイ
スを含むことができる。
【００６２】
「実施例２」
　切替可能なデバイスは窓を通した光の透過に影響を及ぼす、制御デバイスに結合された
切替可能なデバイスを含む窓をさらに含む実施例１の装置。
【００６３】
「実施例３」
　制御デバイスが、窓に関連付けられた制御される空間に対して遠隔に置かれたリモート
部分と、その制御される空間内に置かれたローカル部分とを含む、実施例１又は２の装置
。
【００６４】
「実施例４」
　状態情報に対応する第１の入力を受信するステップと、制御デバイスにおいて、第１の
入力の受信に応答して、切替可能なデバイスを含む窓のためのシーンのコレクションから
第１のシーンを選択するステップとを含む、装置を動作させる方法。
【００６５】
「実施例５」
　第１の学習されたシーンをシーンのコレクションに追加するステップをさらに含む、実
施例４の方法。
【００６６】
「実施例６」
　シーンのコレクションから第１の学習されたシーンを削除するステップをさらに含む、
実施例５の方法。
【００６７】
「実施例７」
　制御される空間内の物理的構成を変更するステップをさらに含む、実施例６の方法。
【００６８】
「実施例８」
　第２の学習されたシーンをシーンのコレクションに追加するステップをさらに含み、第
２の学習されたシーンは第１の学習されたシーンとは異なる、実施例７の方法。
【００６９】
「実施例９」
　第２の学習されたシーンを追加するステップが、制御される空間内の物理的構成を変更
するステップと第１の学習されたシーンを削除するステップとの後に実行される、実施例
８の方法。
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【００７０】
「実施例１０」
　第１のシーンを選択する前に第１のシーンを有効にするステップをさらに含む、実施例
４から９までのいずれか一項に記載の方法。
【００７１】
「実施例１１」
　第１のシーンを含む、シーンのコレクションは、窓のための１セットの分散的透過パタ
ーンを含み、分散的透過パターンはシーンに対応する、実施例１から１０までのいずれか
一項に記載の装置又は方法。
【００７２】
「実施例１２」
　コレクションは、第１のあらかじめプログラムされたシーンと第１の学習されたシーン
とを含み、第１のシーンは、第１のあらかじめプログラムされたシーン又は第１の学習さ
れたシーンである、実施例１１の装置又は方法。
【００７３】
「実施例１３」
　状態情報は、光強度、窓に対応する制御される空間の占有状態、制御される空間の物理
的構成、温度、暖房又は冷房システムの動作モード、太陽の位置、時刻、暦日、シーンが
変更されてからの経過時間、制御される空間内の熱負荷、占有者が制御される空間内に通
常は位置している視野内の比較的明るいオブジェクトと比較的暗いオブジェクトとの間の
コントラストレベル、占有者が制御される空間内に通常は位置している視野内に太陽の球
体があるかどうか、占有者が制御される空間内に通常は位置している視野内に太陽の反射
があるかどうか、雲量のレベルを含む、実施例１から１２までのいずれか一項に記載の装
置又は方法。
【００７４】
「実施例１４」
　窓は、画像又は情報を提供するのに十分な数の切替可能なデバイスを有する、実施例１
から１３までのいずれか一項に記載の装置又は方法。
【００７５】
「実施例１５」
　切替可能なデバイスはエレクトロクロミック・デバイスを含む、実施例１から１４まで
のいずれか一項に記載の装置又は方法。
【００７６】
「実施例１６」
　エレクトロクロミック・デバイスは、第１の端を有する第１のエレクトロクロミック・
デバイスと、第２の端を有する第２のエレクトロクロミック・デバイスと、第３の端及び
第４の端を有する第３のエレクトロクロミック・デバイスとを含み、第１のエレクトロク
ロミック・デバイスの第１の端は、第３のエレクトロクロミック・デバイスの第３の端に
直接隣接し、第２のエレクトロクロミック・デバイスの第２の端は、第３のエレクトロク
ロミック・デバイスの第４の端に直接隣接し、そして、第１のシーンについては、第１の
、第２の、及び第３のエレクトロクロミック・デバイスの透過レベルと比較すると、第１
のエレクトロクロミック・デバイスは最も低い透過レベルを有し、第２のエレクトロクロ
ミック・デバイスは中間の透過レベルを有し、第３のエレクトロクロミック・デバイスは
最も高い透過レベルを有する、実施例１から１５までのいずれか一項に記載の装置又は方
法。
【００７７】
　概要又は実例において前述された活動のすべてが必要な訳ではないことと、特定の活動
の一部が必要とされないこともあることと、記載されているものに加えて１つ又は複数の
さらなる活動が行われ得ることとに留意されたい。さらに、活動が記載されている順番は
、必ずしもそれらが実行される順番ではない。
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　分かりやすくするために別個の実施例に関連して本明細書に記載されているある特定の
特徴は、単一の実施例において組み合わせて提供され得る。逆に、簡略にするために単一
の実施例に関連して記載されている様々な特徴はまた、別個に又は任意の部分的組合せに
おいて提供され得る。さらに、範囲において規定された値の参照は、その範囲内の各々の
、あらゆる値を含む。
【００７９】
　利益、他の利点、及び問題に対する解決策が、特定の実施例に関して前述されている。
しかしながら、これらの利益、利点、問題に対する解決策、及び、任意の利益、利点若し
くは解決策を生じさせ得る若しくは顕著にさせ得る任意の特徴は、いずれかの又はすべて
の請求項の重大な、必須の若しくは欠くことのできない特徴として解釈されるべきではな
い。
【００８０】
　本明細書に記載の実施例の明細及び図は、様々な実施例の構造の一般的な理解を実現す
ることを意図されている。これらの明細及び図は、本明細書に記載の構造物又は方法を使
用する装置及びシステムの要素及び特徴のすべての網羅的で包括的な説明の役目を果たす
ことを意図されていない。別個の実施例は、単一の実施例において組み合わせて提供され
得、逆に、簡潔にするために、単一の実施例との関連で説明されている様々な特徴はまた
、別個に又は任意の部分的組合せで提供され得る。さらに、範囲において規定された値の
参照は、その範囲内の各々の、あらゆる値を含む。本明細書を読んだ後に初めて、多数の
他の実施例が当業者には明らかとなろう。本開示の範囲を逸脱せずに、構造的置換、論理
的置換、又は別の変更が行われ得るような、他の実施例が本開示から使用及び導出され得
る。したがって、本開示は、制限的ではなくて例示的なものとして見なされることとする
。

【図１】 【図２】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月22日(2019.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　状態情報に対応する第１の入力の受信に応答して切替可能なデバイスを含む窓のための
シーンのコレクションから第１のシーンを選択するように構成された制御デバイス
　を備えた、装置。
【請求項２】
　前記制御デバイスに結合された前記切替可能なデバイスを含む前記窓をさらに備え、前
記切替可能なデバイスは前記窓を通した光の透過に影響を及ぼす、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　前記制御デバイスが、前記窓に関連付けられた制御される空間に対して遠隔に置かれた
リモート部分及び前記制御される空間内に置かれたローカル部分を含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記状態情報が、光強度、窓に対応する制御される空間の占有状態、前記制御される空
間の物理的構成、温度、暖房又は冷房システムの動作モード、太陽の位置、時刻、暦日、
シーンが変更されてからの経過時間、前記制御される空間内の熱負荷、占有者が前記制御
される空間内に通常は位置している視野内の比較的明るいオブジェクトと比較的暗いオブ
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ジェクトとの間のコントラストレベル、前記占有者が前記制御される空間内に通常は位置
している前記視野内に太陽の球体があるかどうか、前記占有者が前記制御される空間内に
通常は位置している前記視野内に太陽の反射があるかどうか、雲量のレベルを含む、請求
項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記窓が、画像又は情報を提供するのに十分な数の前記切替可能なデバイスを有する、
請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記切替可能なデバイスが、エレクトロクロミック・デバイスを含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記エレクトロクロミック・デバイスが、第１の端を有する第１のエレクトロクロミッ
ク・デバイスと、第２の端を有する第２のエレクトロクロミック・デバイスと、第３の端
及び第４の端を有する第３のエレクトロクロミック・デバイスとを備え、
　前記第１のエレクトロクロミック・デバイスの前記第１の端が、前記第３のエレクトロ
クロミック・デバイスの前記第３の端に直接隣接し、前記第２のエレクトロクロミック・
デバイスの前記第２の端が、前記第３のエレクトロクロミック・デバイスの前記第４の端
に直接隣接する、そして、
　前記第１のシーンについては、前記第１の、第２の、及び第３のエレクトロクロミック
・デバイスの透過レベルと比較すると、前記第１のエレクトロクロミック・デバイスは最
も低い透過レベルを有し、前記第２のエレクトロクロミック・デバイスは中間の透過レベ
ルを有し、前記第３のエレクトロクロミック・デバイスは最も高い透過レベルを有する、
請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１のシーンを含む前記シーンのコレクションが、前記窓のための１セットの分散
的透過パターンを含み、前記分散的透過パターンが、前記シーンに対応する、請求項１に
記載の装置。
【請求項９】
　状態情報に対応する第１の入力を受信するステップと、
　制御デバイスにおいて、前記第１の入力の受信に応答して、切替可能なデバイスを含む
窓のためのシーンのコレクションから第１のシーンを選択するステップと、
　を含む、装置を動作させる方法。
【請求項１０】
　第１の学習されたシーンを前記シーンのコレクションに追加するステップをさらに含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記シーンのコレクションから前記第１の学習されたシーンを削除するステップをさら
に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記制御される空間内の物理的構成を変更するステップさらに含む、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　第２の学習されたシーンを前記シーンのコレクションに追加するステップをさらに含み
、前記第２の学習されたシーンは前記第１の学習されたシーンとは異なる、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の学習されたシーンを追加するステップは、制御される空間内の前記物理的構
成を変更するステップ及び前記第１の学習されたシーンを削除するステップの後に実行さ
れる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記第１のシーンを選択するステップの前に、前記第１のシーンを有効にするステップ
をさらに含む、請求項９に記載の方法。
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